












 
 
 
 
 
【実施項目】 
① 市中心部にある鶴岡公園近郊に観光施設が集積されており、高速交通ネットワー

ク化によりさらなる観光客数の増加をにらみ中心部に藤沢周平記念館を建造中 
② 鶴岡インター近郊に慶応義塾大学先端生命科学研究所の研究成果を核として、次

代を担う新規、成長分野であるバイオに関する研究機関や企業が集積するバイオ

クラスターを形成し、受け皿となるバイオサイエンスパークを整備 
③ 市内にある自然公園がラムサール条約に登録され、生態系に関する研究、調査に

役立ち学習環境にも利用可能な博物園等を検討中 
 
【期待される効果】 
① 直木賞作家藤沢周平の作品映画「たそ

がれ清兵衛」、「蝉しぐれ」の影響もあ

り、観光客が増加している現状にある。

当該映画の流行のキーポイントは当

市に多く存在する自然、伝統、文化、

歴史などであり、リピーターの増加に

期待。藤沢周平記念館を観光の軸とし

て、大河ドラマ「天地人」の舞台であ

る新潟など１つの観光圏域としてモ

ビリティの確立による周遊を期待 
 

 
 
②高速交通のネットワーク化により学術会議やセミナ

ーなどによる本市情報の発信、コンベンションとして

の機会が増大。また、当研究は農作物の生産性の向上

や食糧生産などへの応用が期待されるが、物流が確立

することで地域の基幹産業である農林水産業の発展

が期待される。 
 
 

地域活力の向上

高速交通ネットワークによる観光・産業・教育など多様な交流・連携 
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141,600 人

157,100 人 

171,800 人 

（中心部の観光客数） 

藤沢周平記念館 

鶴岡メタボロームキャンパス 

映画の撮影風景 



③ラムサール条約の登録により、自然をテー

マにした交流の拡大、自然学習教育の推進

学識者による生態系の研究、フォーラムな

どの開催が予想されるが、高速交通ネット

ワーク化により、より多くの来訪者が期待

できる。 
また、同地域でハスの群生地として有名な

上池のハスの実で加工食品を開発し、地域

活性化策として、ラムサール条約登録のシ

ンボルとなる地域ブランドの確立に取り

組む。 
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温海温泉は日沿道「温海インター（仮称）」から約５分の位置にある 
 

【実施項目】 
・道路空間に足湯を設置しおもてなしの空

間へ創出 
・建物をセットバックし官民一体でおもて

なし空間の創出 
【期待される効果】 
・新潟、山形県境に位置する優位性を生かし、

双方の観光地の中間地点として、高速交通

のネットワーク化による宿泊客の増加に

期待 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
  
 

地域活力の向上
高速交通のネットワーク化を見据えた温泉街のまちづくり 

湯 の 里 橋

朝

清 掃

足湯「｢もっけ湯｣ 

朝市広場 

建物をセットバックし空間を創出） 

整備前 

整備後 

温海温泉 

 中央分離帯に足湯を設置 

（中間地点）



物を日沿道を利用し、関西圏へ販路拡大 
 
 
 
【実施項目】 
・庄内の特産物を日沿道を利用し、関

西圏へ販路拡大 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【期待される効果】 
・ 最短経路による輸送費の削減 
・ 地場産業の発展 
 
 
 

地域活力の向上
高速交通ネットワークによる特産物の販売ルートの拡大 

 

【温海かぶ】 【庄内砂丘メロン】 

湯 の 里 橋
朝清 掃

【だだちゃ豆】 

【庄内柿】 



 
 
 
 
Ｈ１８年に鶴岡市小波渡地区で大規模な土砂崩落の災害が発生した。 
鶴岡市小波渡から新潟県村上市山北までは同様ののり面状況が連続しており、また

冬季は越波により安全な交通環境を阻害している現状にある。 
 
【地域として取り組むべき施策】 
・Ｈ１８年の災害時の経験から７号の代替路線として日沿道を整備 
・迂回路の３４５号を整備するより効率的 
・越波対策として山間部を通過する日沿道を整備 
【期待する効果】 
・あらゆる分野への影響が少なく、安全、

安心の構築が期待される 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

危機管理の強化
国道７号と日本海沿岸東北自動車道の相互の補完 

 
（狭隘な３４５号） 



 
 
 
 
【実施項目】 
・ 本通りでは毎月第３土曜日にナイトバザ

ールを平成６年から続けており、毎回３

０００人を越える集客力のあるイベント

に成長しており、今後更なる賑わいを創

出するため地域住民と議論を重ね、テナ

ントミックスなど中心市街地の賑わいを

創出、歩道空間は電線共同溝事業による

無電柱化及びバリアフリー事業、無散水

融雪を実施し歩いて暮らせるまちづくり

を計画 
 
 
 
 
 
 
 

【期待する効果】 
・ 市街地が賑わいを取り戻し、バリアフリー化された歩道空間を活用してナイト

バザールを行うことで、より多くの集客数の増加が期待できる 
・ 空き店舗の減少が期待できる 
・ 市街地居住の増加が期待できる 

 
 
 
 
 
 
 
 

（整備前）            （整備後のイメージ） 
 
 
 
 

（ワークショップ） 

少子高齢化社会を見据えたバリアフリー化 
道路とまちづくりの一体的整備 

（ナイトバザール） 
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